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奄美群島喜界島の琉球石灰岩産軟体動物化石 I.二枚貝綱

山下靖裕・弓削和宏・松隈明彦

Molluscan fossils of the Pleistocene Ryukyu Limestone of Kikaijima 

Island, southwestern Japan-I. Bivalvia 

Yasuhiro YAMASHITA, Kazuhiro YucE, and Akihiko MATSUKUMA 

Abstract 

Ten new fossil localities of the Pleistocene Ryukyu Limestone, Kikaijima Island, Oh-

shima County, Kagoshima Prefecture, were added to NoMURA and ZrNBo's locality. Eighty-

seven bivalve species from the ten localites of the Ryukyu.Limestone were identified and paleo-

environments of the fossil localities were examined using of HDM (horizontal distribution 

records of living species) and VDM (vertical distribution records of living species) diagrams. 

Among the 87 species, only 37 species are common to NOMURA and ZrNBO (1934). This evidence 

suggests that the fossils of the localities, except for Loc. 3, were heaped up in shallower envi-

ronment than depth for the fossils of NOMURA and ZrNBo's locality, i. e. Kamikatetsu. Tucetona 

pectunculus (LINNAEUS, 1758), Comptopallium vexillum (REEVE, 1853) and Monitilora simplex 

(REEVE, 1850) are newly added to Japanese malacofauna. 

All the fossil localities, except for Loc. 3, were represented by a similar molluscan as-

semblage, consisting of mollusks live mainly in the upper subtidal zone, less than 20 m, and 

mainly live in tropical to warm-temperate waters. 

The Ryukyu Limestone accumulated in the warm shallow water. Geographic distribution 

of tropical and warm-temperate elements of mollusks in the Pleistocene age around Japan is 

offered by this study, which is useful for investigating of origin and migration of the tropical 

elements of the modern Japanese fauna. 

はじめに

喜界島（鹿児島県大島郡喜界町）は，奄美大島の東

方約 23kmにあり， NE-SW方向に伸びた楕円形の輪

郭をもち，長さ 14.3km,北東部から南西方へしだい

に幅をひろげ，南西部での最大幅約 6.5km，周囲約 32

kmの島である．鹿児島から沖縄に向けて連なる奄美

群島に属し，奄美群島のうちで最も東方に位置し，他

の島々の基盤が古期岩帯に属してほぼ弧状に並んでい

平成 9年 9月25日受付，平成 9年 10月24日受理

るのに対して，この島の基盤だけが離れて新第三系に

属している（中川， 1969).

喜界島では島の基盤を覆う更新統の琉球石灰岩が発

達しており，これら琉球石灰岩層は未固結で化石の採

集が容易な所が多く，化石の保存状態も比較的良好で

ある．しかし喜界島における琉球石灰岩産軟体動物化

石のまとまった報告は NOMURAand ZrNBO (1934)以来

ほとんどなく，また前者における化石の採集地点は島

の南西部の上嘉鉄付近に限られている．喜界島におい
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表 1．喜界島層序表
Table 1. Stratigraphic sequence of Kikaijima. 

Geologic 
Formation Thickness Rock or sediments 

time 
Remarks 

Holocene Recent deposits lOm+ 
Limestone, sand Sand dune, Remains 
and gravel of land snails 

Unconformity 

Remains of aFloQraaem. inifera, 

Pleistocene Ryukyu Limestone 30m + Limestone 
Calcareous gae, 

Coral, BrachioMpoodllau, sca 

Unconformity 
Echinoid and 

Sandstone and 
Remains of minute 

Pliocene Sohmachi Formation 200m + siltstone 
Mollusca and 
Foraminifera 

ては近年，耕地整理事業の他地下ダムや貯水池の建設

が行われており，それに伴う山の切り崩しや掘削工事

によりこれまでは表土に覆われていた地層が多くの地

点において露出している．そのため今までは化石の採

集ができなかった地域においても多くの化石が見い出

された．今回喜界島を踏査し地質図を作成するととも

に，琉球石灰岩産軟体動物化石の採集を行った．それ

らの化石のうち二枚貝綱について分類・同定を行った

結果，日本での分布が初めて確認された種，化石記録

が知られていなかった種を含む 87種の二枚貝綱化石

の産出が確認された．よってその結果を報告するとと

もに，これらの化石群についての考察を行う．

地形及び地質概説

喜界島の地質についてはこれまで HANZAWA(1935), 

鹿児島県地質調査研究会 (1959)，中川 (1969)らによ

り調査が行われ，下部から鮮新統下部の島尻層群早町

層，これを覆って発達する更新統の琉球層群及び完新

世堆積物より成ることが明らかにされている．喜界島

は平坦な台地状の島で，最高所は島のほぼ中央東寄り

の百ノ台にあって，標高 224mである．この高さ 200m

前後の石灰岩台地は南北性の断層に支配され，周囲の

一段低い平坦面とは明瞭に区画されている．百ノ台台

地の周辺には標高 100m以下の平坦面が分布し，更に

島の南東側海岸沿いを中心として標高約 10m以下の

低く平らな地形面が分布している．喜界島の地形の特

徴はこれら平坦な段丘面にあり，中川 (1969)が上位

から百ノ台段丘・長嶺段丘・川嶺段丘と大別したよう

に，数段の段丘が発達する．これらの段丘面の高さの

違いは基本的には時代の違いを表しているが，後期更

新世における活発な断層運動によって複雑な地形を造

っており，更新世段丘は同心円状には分布していない．

喜界島の構造発達史については盛んに研究が行われて

おり，大村(1988)は大村・小西(1970), KoNrsm et al. 

(197 4), OMURA (1983), OMURA et al. (1985)におけ

るデータにさらに新たなデータを加え，喜界島に分布

する琉球石灰岩層の 35地点における230Th/234U年代

値の測定結果をまとめた．この年代値をもとに大村・

太田 (1992) は，喜界島は最終間氷期最盛期以降に海

面上に姿を現し，それ以降完新世まで続く著しい隆起

により島の周囲に 4段の珊瑚礁段丘を発達させた，と

結論づけた．

本島の基盤を成す島尻層群早町層は喜界島東部の大

島郡喜界町早町付近を模式地とし，今回の踏査により

約 200mの層厚が確認できた．一般に下部はシルト岩

を主とし，上部は砂岩・シルト岩の互層及びシルト岩

より成り，喜界島中央部では急な崖の斜面などに，北

東部では比較的平坦な面にも露出している．喜界島北

部坂嶺付近の露頭ではシルト岩中に保存の良い軟体動

物化石をまばらに含んでいる．喜界島の島尻層群早町

層は，喜界島全島にわたって傾斜が緩く，島の北東部

では走向は約 N80° E,...._,NS,...._,N 60° W と幅広い値を

取り，傾斜も 12° S,...._,12° N と変化する．中央部では，

走向は約 N30° E,...._,N 80° E, 傾斜は 5° N,...._,15° N を

示す．

喜界島に分布する琉球層群について中川 (1969) は

珊瑚を多量に含み一般に固結し再結晶が著しい百ノ台

層と，未固結有孔虫殻を主体とし砂状を呈する湾層，

そして低位段丘堆積物とに大別した．しかし大村

(1988) は230Th/234U年代値の測定結果を用いて喜界
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四 Sohmachi Formation：早町層

図 1．喜界島地質図

Fig. 1. Geological map of Kikaijima. 
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図 2．喜界島地質断面図

Fig. 2. Geological cross sections of Kikaijima. 
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島に分布する琉球石灰岩は 7回の気候温暖期（ステー

ジ1~7)に形成された石灰岩体によって構成されてい

ることを明らかにし，喜界島の琉球石灰岩の分布高

度・分布位罹が必ずしも形成年代を反映してはいない

ことを示した．喜界島の琉球石灰岩は活発な断層活動

のため複雑な分布を見せており，今回の調査では各ス

テージにおいて形成された石灰岩層をその分布高度及

び岩相より区別することができなかったので，本報告

では喜界島の琉球層群は琉球石灰岩層として一括して

扱う．

喜界島の琉球石灰岩は島全体にわたって発達し，島

の最高所である百ノ台周辺では石灰岩の層厚は平均

20,....__,30 mであるが，百ノ台台上では一般に薄く約 10

~20mを示しほぼ水平で，喜界島の基盤層である早町

層の浸食起伏面を不整合に覆っている．この周辺の石

灰岩は，一般に化石珊瑚を多量に含んでおり固結度が

高い．百ノ台の南東側は急な崖となり，斜面の中～下

部には転落した石灰岩の巨礫がのっている．喜界島の

西部や北部～北東部では，石灰岩の層厚は約 10~30m

で，有孔虫・石灰藻・珊瑚・腕足動物・棘皮動物・軟

体動物などの生物遺骸から成り，生物起源の石灰岩が

優勢である．

喜界島の完新世堆積物には砂丘砂層があり，水天宮

山一帯及び島の北東部の海岸付近に広く分布する．こ

れらの砂丘砂層は有孔虫殻を主体とした石灰質砂から

成り，水天宮山北方ではマイマイ化石を多産する．そ

の他の完新世堆積物としては海浜堆積物・離水珊瑚礁

石灰岩などがある．

化石採集地

今回化石を採集した場所は以下の 10地点である

(Fig. 3). 

鹿児島県大島郡喜界町羽里工事現場

Locality 1 (960404-1) 

大島郡喜界町水天宮山北東 Locality 2 (960404-2) 

大島郡喜界町手久津久 Locality 3 (960404-3) 

大島郡喜界町早町中学校裏 Locality 4 (960405-1) 

大島郡喜界町塩道北貯水池建設現場

Locality 5 (961010-2) 

大島郡喜界町塩道北畑わきの露頭

Locality 6 (960405-2) 

大島郡喜界町塩道北東 Locality 7 (960405-3) 

大島郡喜界町塩道北島尻層との境界付近

Locality 8 (961011 -1) 

大島郡喜界町佐手久南山すその切り通し

Locality 9 (961011-3) 

大島郡喜界町佐手久南牧場近くの露頭

Locality 10 (961011-4) 

Loc.1------3は島の南西部で，この辺りの石灰岩は，色

は白色～灰白色を呈し，固結度は弱く，珊瑚を多く含

んでおり，地表では風化して暗褐色の土壌になってい

る． Loc.1は固結度が比較的高く，化石は僅かしか採

集できなかった．Loe.2は下部は比較的よく成層した

未固結の石灰質砂層で，上部はそれよりは固結してい

たがハンマーで削れば容易に削れる程度のものであっ

た． Loe.3は， NoMURAand ZrNBO (1934)における化

石採集地点である上嘉鉄の北北西約 700mの地点にあ

たり，近年耕地整理事業により新たに作られた用水路

のわきにあたる．地表面から拾い上げるようにして化

石を採集したので，そこに堆積した堆積物ではなく，

この用水路掘削現場から移された土壌に含まれていた

化石を採集した可能性も有る．

Loe. 4 ------10は島の北東部で，この付近一帯は，大部

分がよく成層した未固結の石灰質砂層より成り，軟体

動物や小型の珊瑚などを多く含んでいる．軟体動物を

はじめ，いろいろな生物遺骸は極めて保存状態が良く，

表面の微細な構造をよく残しているものもある．未固

結の石灰質砂層は，露頭の表面でやや固結しているこ

とが多く，また，海岸に面した斜面上では極めて堅く，

緻密な石灰岩になっている．化石の採集はしなかった

が，荒木～中里の海岸沿いや中熊（なかぐま）辺りで

は，このような固結した石灰岩が見られる． Loe.4, 6, 

7,8,10は，このような露頭表面の固結が多少進んで

いるが， Loe.5, 9は，比較的成層した未固結の石灰

質砂層より成っている．また，早町層と琉球石灰岩の

境界から下の早町層は約 20~30mのシルト岩になっ

ているが， Locality7, 8の境界下の早町層は砂岩・シ

ルト岩の互層になっている． Locality4 ------10において

確認された石灰岩の層厚は，他の採集地点の層厚に比

べて極めて薄く約 10mかそれ以下である．これらのこ

とからも，断層活動やいろいろな削剥によって，この

シルト岩の部分と共にその上部の時代の古い石灰岩も，

情報が欠落している可能性があると考えられる．

二枚貝綱化石採集地 (Loe.1------10)における柱状図

に，大村 (1988)の23°Th/234U年代測定地点中で採集

地点に近距離でかつ一連の層準と思われる年代測定地

点（羽里西の CodeNo. AO 088,上嘉鉄北の OA052, 

塩道北の OA078) における年代値をプロットした

(Fig. 4)．化石採集地点は島の南西部の Loc.1------3が標

高 35m付近に，塩道近くの Loe.4------8が標高 50m付近
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Fig. 3. Positioning map of Loe. 1,....__, 10. 
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図 4．喜界島化石採集地 (Loe. 1------10)付近の柱状図．年代値は大村 (1988) による．

Fig. 4. Columnar section of fossil localities. The ages of OMURA (1988) are plotted. 
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に，手久津久近くの Loc.9~10が標高 20m付近にその

高度が集中している．これらの地域においてこれらの

標高に位置する琉球石灰岩の層準は，大村 (1988)が

年代値の他石灰岩体の岩層区分や分布高度などを考慮

してグループ分けを行った琉球石灰岩層の 7ステージ

中の，酸素同位体ステージ 2において形成された琉球

石灰岩層にあたる．大村(1988)によるとステージ 2に

おいて形成された琉球石灰岩層の形成年代は 50000-----

55000年前とされている．よって今回化石採集を行っ

た琉球石灰岩層は 50000-----55000年前に形成された層

準に属すと考えられる．

二枚貝綱化石の分類と生息環境の研究方法

採集した化石はクリーニングをした後，その分類・

同定を行った．化石の同定にあたっては，全般的な参

考書として NoMURAand ZrNBO (1934), KURODA and 

HABE (1952)，吉良 (1959)，黒田 (1936, 1960)，波部

(1961, 1977)，肥後 (1973)，波部・奥谷 (1975)，奥

谷ほか (1986), LAMPRELL and WHITEHEAD (1992)，久

保・黒住 (1995)を，個々の分類群については主として

HABE (1965, Arcidae), NooA (1966, Arcidae), Lr 

(1983, 1984, Arcidae), MATSUKUMA (1982, 1984, Gly-

cymerididae), WALLER (1972, Pectinidae), HAYAMI 

(1984, Pectinidae), RoMBOUTS (1991, Pectinidae), 

大山 (1943,Limidae), ToRIGOE (1981, Ostreidae), 

WILSON and STEVENSON (1977, Cardiidae)等を参照し

た．

各採集地点における二枚貝綱化石群についてその特

徴を調べるために伊田 (1956)が提唱した VDM特性

曲線・ HDM特性曲線を棒グラフの形で表した生息深

度分布グラフ (Fig.5)及び生息緯度分布グラフ (Fig.

6) を作成した．グラフは採集された化石の現生種の

生息深度・生息緯度を調べ，そのデータを積み上げて

いき，棒グラフに示すといった作業を各採集地ごとに

行い，化石集団の示す深度・緯度分布についての検討

を行った．現生種の生息深度のデータは肥後 (1973),

奥谷ほか (1986)に，生息緯度のデータは KuRODAand 

HABE (1952)，肥後 (1973)，奥谷ほか (1986)によっ

た．

なお，今回の調査で採集した二枚貝綱化石は，登録

番号を付けて九州大学に保管する．

結果及び考察

今回二枚貝綱化石を採集したいずれの地点において

も，ほとんどの化石が生息時の姿勢を反映するような

方向性を持たずに琉球石灰岩層中より産出し，しかも

二枚貝化石のほとんどが片殻の状態で産出した．合弁

の状態で産出した化石には Loe.3, 5で産出した

Spiniplicatula muricata (SowERBY, 1873), Loe. 4で産

出した Codakiapaytenorum (IREDALE, 1937), Loe. 6 

で産出した Plicatulasimplex Gouw, 1861, Loe. 10で

産出した Dendostreacrenulifera (SowERBY, 1878)があ

る．この中でも Loe.4で産出した Codakiapayteno-

rum (IREDALE)は，その他の合弁化石はそれぞれ 1個

体ずつしか産出しなかったのに対し 10個体もの化石

が合弁で産出した．これら合弁の 10個体も一定の方向

性を持たずに石灰岩層中に保存されていたので生息時

の姿勢のまま埋没したとは言い難いが，これらの個体

が受けた運搬作用は極めて弱いものであることが予想

される．よって Codakiapaytenorum (IREDALE)の生息

環境より， Loe.4の層準における堆積環境は水深 20

m以浅の熱帯性気候であったと推測することができ

る． Loe.3, 5で産出した Spiniplicatula muricata 

(SowERBY), Loe. 6で産出した Plicatula simplex 

GouLDについてはそれぞれ合弁のものは 1個体ずつし

か産出せず，しかもこれらはこう歯のかみ合わせが強

い種であるので，強い現地性を示すものとは言い切れ

ない．しかし Loc.10で産出した Dendostreacrenulif-— 

era (SowERBY)については，やはり産出した合弁個体

はわずか 1個体であったものの，固着生活をする種で

ある上に靭帯面が狭くこう歯のかみ合わせも弱い種で

あるので，この種の化石が合弁状態で産出したことか

らその生息環境より Loc.10の層準は水深 20m以浅

の熱帯気候から暖温帯気候のもとで堆積したものと推

測される．これらのことより，これらの化石群は生息

場所から運搬作用を受けた後に堆積した可能性が高い

が， Loe.4やLoc.10についてはかなり近距離から運

搬されたものと考えられる．その他の Localityについ

ても Loe.6, 9において堆積物中に保存されにくい

Pteriidaeの化石がほぼ完全な状態で産出したように

化石の保存状態は良好で，強い運搬作用を受けたもの

とは考えにくく，比較的近距離から運搬されたものと

考えられる．よってこれらの二枚貝綱化石群は，各採

集地点が属する琉球石灰岩層層準が形成された時代に

おける喜界島一帯の生物相を十分に反映しているもの

と考えられる．
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，
 二枚貝化石群の深度分布については，ほとんどの採

集地点において 20m以浅の深度でピークを迎え，そ

の後深度が深くなるにしたがって急激に種数が減少し

ていくという同様の傾向が見られた(Fig.5)．ただし

Loe. 3については，他の採集地点に比べて潮間帯に住

む種の割合が少なく，水深 50m,....,_,100 m付近に生息す

る潮下帯下部の種が比較的多いという傾向がある．ま

た，緯度分布についてはいずれの採集地点でも赤道か

ら北上するにつれて徐々に種数が増加し，沖縄本島の

やや南から紀伊半島南部にかけてピークをむかえ，さ

らに北上し房総半島を過ぎると種数が激減し，本州北

部以北では分布する種はほとんどいなくなる，という

傾向が読みとれる (Fig.6)．このことより採集した化

石群は採集地点間における緯度分布に関しての傾向の

違いはほとんど見られず，化石群は主に熱帯から暖温

帯にかけて生息する種により構成されていることが分

かる．これらのことより採集地点間によりその構成種

に多少の違いはあるものの，喜界島の琉球石灰岩産二

枚貝化石群は熱帯系の浅海性軟体動物群により構成さ

れているという特徴が明らかとなった．これらの特徴

は合弁状態で産出した Codakia paytenorum 

(IREDALE), Dendostrea crenulifera (SowERBY)が生息

する環境とも一致する．

今回二枚貝綱 87種の産出を確認することができた

(Table 2)．それらのなかで Malleidae,Fimbriidae, 

Crassatellidae, Petricolidae, Poromyidaeは，

NOMURA and ZINBO (1934)では報告されていない科で

ある．しかし今回採集及び同定を行った標本の中には，

NOMURA and ZINBO (1934)でその産出が報告されてい

るVulsellidae,Tridacnidae, Tellinidae, Psammobi-

idae, Gastrochaenidae, Myochamidaeは確認できな

かった．また，今回の調査では， NOMURAand ZINBO 

(1934) において報告された二枚貝綱74種のうちの

Samacar Pacifica (NOMURA et ZINBO, 1934), Tucetona 

pubpectiniformis (NOMURA et ZINBO, 1934), Elliptotel-

Zina kikaizimana (NOMURA et ZINBO, 1934)など 37種

が確認できなかった．これは， NOMURA and ZINBO 

(1934) における化石採集地である上嘉鉄において採

集された化石群が，今回の 10ケ所の化石産地から採集

された化石群と性格をやや異にし，潮下帯下部に生息

する種が多いためと思われる．今回化石の採集を行っ

たLocalityの中で上嘉鉄に最も位置が近い Loe.3 

の手久津久では，前述のように浅海性でもやや深い深

度に生息する種が主となっており，他の Localityとは

やや異なった性格を示している．このことより，手久

津久の場合の様に上嘉鉄において採集される化石群も

今回化石の採集を行った各Localityから採集された

化石群とは生息環境的にやや異なった性格を持ってお

り，そのために共通して産出する種が少ないと考えら

れる．この傾向は今後腹足類化石の分析を行うことに

より一層明瞭になると思われる．

特記すべき二枚貝について

今回の調査で日本での分布が初めて確認された種，

化石記録が知られていなかった種，及び従来から当て

られていた学名を変更した若干の種について特徴を記

載する．

Glycymerididae NEWTON, 1916 

Tucetona pectunculus (LINNAEUS, 1758) 

(Pl. 2, fig. 5) 

Tucetona pectunculus pectunculus (LINNAEUS) : 

MATSUKUMA, 1984, 282 -284, pl. 3, fig. 9, pl. 4, 

fig. 3. 

殻表には約 20本の強い丸みのある放射肋があり，靭

帯面は細かく刻まれる．本種は串本沖や種子島周辺で

採集された記録があるが，これまで日本産の標本が図

示されたことが無かった．今回の報告は，本種が更新

世には確実にわが国にまで分布域が達していたことを

示すものである．

Pectinidae RAFINESQUE, 1815 

Decatopecten plica (LINNAEUS, 1758) 

(Pl. 4, fig. 1) 

Chlamys (Decatopecten) plica (LINNAEus):KuRODA, 

1931, Venus, 3 (1), app. p. 83, fig. 99. 

Decadopecten (Decadopecten) plica (LINNAEUS) : 

RoMBOUTS, 1991, p. 37, pl. 13, figs. 8, 8 a. 

従来，キンチャクガイの学名として Decatopecten

striatus (SCHUMACHER, 1817)を用いてきた（波部， 1977

など）が， LINNAEus(1758)が引用した CHEMNITZ(1784) 

の種と同種と考え，上記の学名を用いる．

Decatopecten strangei (REEVE, 1852) 

(Pl. 4, fig. 2) 

Peden strangei REEVE, 1852, Conch. Icon., 8, Pee-

ten pl. 4, sp. 22. 

Decatopecten strangei (REEVE) : LAMPRELL and 

WHITEHEAD, 1992, pl. 12, fig. 68. 

ヒナキンチャクガイはこれまで， Decatopectenplica 

(LINNAEUS) に同定されていた（波部， 1977など）が

LINNAEUS (1758)の種をキンチャクガイと考え，ヒナ

キンチャクガイには REEVE(1852)の学名を当てる．
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表 2.二枚貝綱化石リスト

Table 2. List of bivalve fossils. 

産地 Locality number 1 : 960404-1 羽里工事現場 6: 960405-2 塩道北

2: 960404-2 水天宮山北東 7: 960405-3 塩道北東

3: 960404-3 手久津久 8: 961011-1 塩道北境界付近

4: 960405-1 早町中学校裏 9: 961011-3 佐手久南切り通し

5 : 961010-2 塩道北水貯め 10: 961011-4 佐手久南牧場近くの露頭

[BIVALVIA（二枚貝網）

Familv Species Localitv Plate No. Register No. 

Arcidae Barbatia (Ustularca) stearnsii(PILSBRY,1895) 4 GK.N30001 

6 Pl.l Figs.lab GK.N30002 

Barbatia {Ustularca) bicolorata(DILLWYN,1817) 2 Pl 1 Figs.2a b GK.N30003 

Barbatia(Abarbatia) lima (REEVE,1844) 3 GK.N30004 

4 Pl 1 Figs 3a.b GK.N30005 

5 GKN30006 

6 GK.N30007 ， GK.N30008 

Arca arabica PHILIPPI,1847 6 GK.N30009 

8 Pl 1 Figs Sa b GK.N30010 ， GK.N30011 

Arca navicularis BRUGUIERE,1789 6 Pl 1 Fi11:s.6a b GK.N30012 

7 GK.N30013 

8 GK.N30014 

Hawaiarca vamamotoi (H俎 Eet SAKURAI 1961) 6 GK.N30015 

8 Pl.1 Figs.4a.b GK.N30016 

Acar vlicata(DILLWYN,1817) 8 Pl.1 Fies. 7a b GKN30017 

Scavharca so. 2 Pl 1 Fi四．8ab GK.N30018 

Kikaiarca kikaizimana(NOMURA et ZINB0,1934) 2 Pl l Fies.9a b GK.N30019 

3 GK.N30020 

5 GK.N30021 

6 GK.N30022 

Glvcvmerididae Glvcvmeris (Glvcvmeris) rotunda(DUNKER,1882) 5 Pi.2Fi邸．2ab GK.N30023 

G如 vmeris(V．）匹titafulllurata <DUNKER 1877) 7 Pl.2 Fi2s.3a b GK.N30024 

8 GK.N30025 ， GK.N30026 

Glvcvmeris rTucetona) amamiensis KURODA,1930 2 Pl.2Fi匹．lab GK.N30027 

3 GK.N30028 

4 GK.N30029 

5 GK,N30030 

6 GK.N30031 

7 GK.N30032 

8 GK.N30033 ， GK.N30034 

10 GK.N30035 

Tucetona hanzawai (NOMURA et ZINB0,1934) 1 GK.N30036 

2 GK.N30037 

4 GK.N30038 

5 GKN30039 

7 Pl.l Figs 10a b GK.N30040 

8 GK.N30041 ， GK.N30042 

Tucetona siboRae MATSUKUMA 1982 2 GK.N30043 

3 Pl.2 Figs 4a b GK.N30044 

Tucetona uectunculus /LINNAEUS 1758) ， Pl.2 Fi2:s.Sa b GK.N30045 

Limoosidae Ob/imova iavonica (A.ADAMS,1863) 3 Pl.2 Fi1rs 6a b GK.N30046 

5 GK.N30047 

8 GK.N30048 

Mvtilidae Septifer (Septifer) exisus (WIEGMANN 1837) 4 Pl.2 Fi11:s.7a b GK.N30049 

Pteriidae Pteria brevialata(DUNKER,1872) 6 P!.2Fi匹．8a.b GKN30050 ， GK.N30051 

Pれctada{ucata (GOULD,1850) 6 Pl 2 Figs 9a b GK.N30052 

Malleidae Malleus (Malvifundus) irre11ularis JOUSSEAUME,1894 10 Pl.2 Fi11:s.10a b GK.N30053 
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Pectinidae Amusium i⑰ onicum(ormosum RABE 1964 2 Pl 3 Fil!s 3a b GK.N30054 

6 GK.N30055 

Chlamvs(Mimachlamvs) cf.(unebris (REEVE 1853) 2 GK.N30056 

6 Pl 3Fil!s 4 6 a b GK.N30057 ， GK.N30058 

10 GK.N30059 

Chlamvs(Azumauecten) sauamata (GMELIN 1791) 5 Pl 3 Fie:s 9a b GK.N30060 

Chlamvs (Coralichlamvs) lemniscata (REEVE 1853) 2 Pl 3 Fi11:s 2a b GK.N30061 

Com'f)tovallium vexillum (REEVE 1853) ， Pl 4 Fil!s Sa b GK.N30062 

Semioallium tillris fulvicostatum (ADAMS et REEVE,1851 ， Pl 3 Fi2:s.7a b GK.N30063 

10 GK.N30064 

An,1uivecten aurantiacus (ADAMS et REEVE 1850) ， Pl 4 Fies 6a b GK.N30065 

Crvvtovecten立iinosusRAYAM! 1984 3 Pl 3 Fi11:s lab GK.N30066 

5 GK.N30067 

8 GK.N30219 

Crvvtovecten bullat匹 fDAUTZENBERGet BAVAY,1912) 10 Pl 3 FiE!s 10a b GK.N30068 

Crvvtovecten bernardi (PHILIPPI 1851) 3 GK.N30069 

5 Pl.3 Fi2s Sa b GK.N30070 

7 GK.N30071 

B GK.N30072 

Annach/amvs reevei (A.ADAMS et REEVE,1850) 2 GK.N30073 

8 GK.N30074 ， Pl 3 Fi!!s.lla b GK.N30075 

Decatovecten vlica (LINNAEUS,1758) 2 Pl4F111:s lab GK.N30076 

5 GK.N30077 

6 GK.N30078 

7 GK.N30079 

Decatovecten stran2ei (REEVE 1852) 5 Pl 4 Fi!!s 2a b GK.N30080 ， GK.N30081 

Pecten sinensis SOWERBY,1842 6 Pl 4 Fii?s 3a b GK.N30082 

Gen.et so. indet 1 3 Pl 4 Fil!s 4a b GK.N30083 

Gen et so. indet. 2 ， Pl.3 Figs 8a b GK.N30084 

Snondvlidae Svondv/us nudus SOWERBY,1847 2 GK.N30085 

3 Pl 4 Figs 7a b GK.N30086 

5 Pl.5 Fi!!s lab GK.N30087 

B GK.N30088 ， GK.N30089 

Svondvlus son. 2 GK.N30090 

5 GK.N30091 

6 Pl.4Fi匹 8ab GK.N30092 ， GK.N30093 

10 Pl 4 Figs 9a b GK.N30094 

Plicatuiidae Plicatula simvlex GOULD,1861 6 GK.N30095 

7 Pl.5 Fi11s 2a b GK.N30096 

Svinivlicatu/a muricata (SOWERBY 1873) 3 Pl.5 Fi2:s.3a b GK.N30097 

5 GK.N30098 

7 GK.N30099 

Limidae Lima vu/J;!aris (LINK,1805) 4 GK.N30100 

5 GK.N30101 

7 Pl 5 Fi2:s 8a b GK.N30102 ， GKN30103 

10 GK.N30104 

Limatula (Stabilima) iavonica (A.ADAMS 1872) 5 Pl 5 Fies Sa b GK.N30105 

Ctenoides iavonicus (DUNKER 1877) ， GK.N30106 

10 Pl 5 Fi2es 6a b GK.N30107 

Ctenoides annulatus (L巡 RCK1819) ， Pl 5 Fies 4a b GK.N30108 

Limaria (Platilimaria) fra11ilis (GMELIN 1791) 6 Pl 5 Fi~s 7a b GK.N30109 

Grvohaeidae Hvotissa imbricata (LAMARCK 1819) 2 Pl 6 Fil!s 9a b GK.N30ll0 

Hvotissa hvotes (LINNAEUS 1758) 7 Pl 5 Figs.9a b GK.N30111 

Neo砂 cnoclontemusashiana (YOKOYAMA 1920) B GK.N30112 ， Pl 6 Fi2:s 10a b GK.N30113 

Ostreidae Dendostrea crenulifera (SOWERBY 1878) 10 Pl 5 Fi11:s lla b GK.N30114 

Gen.et so. indet. 2 Pl 5 Fil!s. lOa b GK.N30115 

Lucinidae Codakia vavtenorum CTREDALE,1937) 4 Pl 6 Fi!!:s lab GK.N30116 

6 GK.N30117 ， GK.N30118 
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Evicodakia be/la (CONRAD,1837) 6 GK.N30119 ， Pl 6 Figs 3a b GK.N30120 

10 GK.N30121 

Moniti/ora simvlex (REEVE 1850) 4 Pl 6 Figs.2a b GK.N30122 

Fimbriidae Fimbria souverbii (REEVE,1841) 2 GK.N30123 

5 GK.N30124 

6 PL 6 Fi2s.4a b GK.N30125 

Cvcladicama semiaSTJeroides (NOMURA 1932) 10 Pl.6 Figs.Sa b GK.N30126 

Qiamidae Chama lobata BRODERIP,1835 2 GK.N30127 

3 Pl.6 Figs 6a b GK.N30128 

4 GK.N30129 

5 GK.N30130 

6 GK.N30131 

B GK.N30132 ， GK.N30133 

Chama cf.japonica LAMARCK 1819 6 Pl 6 Figs.7a,b GK.N30134 

Chama so. 6 Pl.6 Figs,Ba.b GK.N30135 

Carditidae Cardita leana DUNKER,1860 2 GK.N30136 

4 GK.N30137 

6 GK.N30138 

7 GK.N30139 

8 GK.N30140 ， Pl.7 Figs lab GK.N30141 

10 GK.N30142 

Cardi紅 varie$1ataBRUGUIERE,1972 7 Pl.7Fi四．2a.b GK.N30143 

MeRacardita ferruginosa (A.ADAMS et REEVE,1850) 4 Pl.7 Fiirs.3a b GK.N30144 

5 GK.N30145 

6 GK.N30146 

7 GKN30147 

Glans sa1<amiensis KURODA et HABE,1961 3 GK.N30148 

5 Pl.7 Figs.4a b GK.N30149 

Glans so. 3 Pl7Figs5ab GK.N30150 

Crassatellidae /ndocrassatella oblon;iata (YOKOYAMA 1920) 5 Pl 7 Figs,6a b GK.N30151 

8 GK.N30152 

Cardiidae Acrosteri2ma arenico/a (REEVE 1845) 5 Pl 7 Figs.7a b GK.N30153 

Nemocardium bechei (REEVE,1847) 2 GK.N30154 

6 Pl.7 Figs.Sa b GK.N30155 

Lvrocardium lvratum (SOWERBY,1841) 6 Pl 7 Figs,9a b GK.N30156 ， GK.N30157 

Laevicardium biradiatum(BRUGUIERE, 1787) 2 GKN30158 

5 GK.N30159 

6 Pl.8 Figs lab GK.N30160 

7 GK.N30161 ， GK.N30162 

TriRoniocardia fornicata (SOWERBY 1841) 6 Pl 7 Figs,lOa.b GK.N30163 

7 GK.N30164 

10 GK.N30165 

Mactridae Mactra ornata (GRAY 1837) 6 Pl.8 Figs.3a b GK.N30166 

Glossidae Meiocardia samaranRiae <BERNARD et al.,1993) 5 Pl.8 Figs 4a b GK.N30167 

Meiocardia moltkiana (SPENGLER,1783) 2 Pl.8 Fies.Sa b GK.N30168 

4 GK.N30169 

6 GK.N30170 

7 GK.N30171 

8 GKN30172 ， GK.N30173 

10 GK.N30174 

Veneridae Ventricolaria toreuma (GOULD,1851) 1 GK.N30175 

2 GK.N30176 

3 GK.N30177 

5 GK.N30178 

6 GK.N30179 

7 GK.N30180 

8 GK.N30181 ， Pl 8 Fii!s.6a b GK.N30182 

10 GK.N30183 

Ventricolaria vabei (NOMURA et ZINBO 1934) 3 Pl 8 Fi2s 7a b GK.N30184 
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4 GK.N30185 

5 GK.N30186 

6 GK.N30187 

7 GK.N30188 ， GK.N30189 

Ventricol.oidea foveolata (SOWERBY,1853) 3 Pl 8 Figs Bab GK.N30190 

Antiwna-lamellarな SCHHMACHER1817 2 Pl.9 Figs.3a b GK.N30191 

Callanaitis hiraseana KURODA,1930 3 Pl 8 Fies 9a b GK.N30192 

Pitar so. 6 Pl 9 Figs.lab GK.N30193 

Bonartemis histrio加akawaiOYAMA et HABE,1961 2 Pl 9Fi匹．2ab GK.N30194 

Gomvhれa皿 dulosa(LASMARCK 1818) 

Callista (Callista) chinensis(HOLTEN 1803) 

Callista amamiensis HABE 1960 

I Cvclosunetta lan11fordi知 E1953) 

Petricolidae Laionkairia divartcata (LISCHKE 1872) 

Corbulidae Anisocorbula scavho近es(HINDS,1843) 

Corbu/a fortisu/cata SMITH 1879 

Porornvidae Poromva tlexuona YOKOYAMA 1922 

キンチャクガイに似るが、放射肋が 6, 7本とやや

多く，殻高が高く，腹縁内面が細かく刻まれることで

区別される． Decatopecten edentiplica IREDALE, 1939 

は同物異名．

Cryptopecten bernardi (PHILIPPI, 1851) 

(Pl. 3, fig. 5) 

Cryptopecten nux nux (REEVE) : HAYAMI, 1984, 100 -

103, pl. 2, fig. 4, pl. 3, figs. 1, 2, pl. 9, figs・. 2 

-5, pl. 12, figs. 1, 2. 

Cryptopecten bernardi (PHILIPPI) : RoMBOUTS, 1991, p. 

23, pl. 23, figs. 3, 3 a. 

殻は小型で，極めて膨らみが強い． 20本前後の放射

肋を持ち，肋間は狭い．

RoMBOUTS (1991)によれば， Pectennux REEVE, 1853 

及び Pecten (Aequipecten) kikaiensis NOMURA and 

ZrNBO, 1934は同物異名とされる．

Comptopallium vexillum (REEVE, 1853) 

(Pl. 4, fig. 5) 

Pecten vexillum REEVE, 1853, Conch. Icon., 8, Pecten 

pl. 27, fig. 114. 

Comptopallium vexillum (REEVE, 1853) : WALLER, 

3 GK.N30195 

5 GK.N30196 

6 GK.N30197 ， GK.N30198 

10 GK.N30199 

4 GK.N30200 

6 GK.N30201 

7 Pl 8 Figs.2a b GK.N30202 

8 GK.N30203 ， GK.N30204 

10 GK.N30205 

2 Pl 9 Figs 4a b GK.N30206 

10 Pl.9 Fi!!s Sa b GK.N30207 

2 GK.N30208 

5 GK.N30209 

6 GK.N30210 

7 Pl 9 Fig,6a b GK.N30211 

8 GK.N30212 ， GK.N30213 

7 Pl 9 Figs.7a b GK.N30214 

8 Pl 9 Figs Bab GK.N30215 

5 Pl 9 Fi!!s.9a b GK.N30216 

B GK.N30217 ， Pl.9 Fig.lOa b GK.N30218 

1972, 14 (3), 243 -246, pl. 4, figs. 64 -75, pl. 5, 

figs. 76 -83, 86. 

殻はやや大型，類円形．殻表は 10本前後の丸い放射

肋でおおわれ，肋と肋間はほぼ同じ幅で，細かい放射

状の条線で刻まれる．

本種はこれまで，現生種がマーシャル群島からフィ

リピン，ニューカレドニア，ソロモン群島などで知ら

れるだけであり，化石記録が無かった (WALLER,1972). 

本報告が本邦初記録であり，初めての化石記録でもあ

る．

Lucinidae FLEMING, 1828 

Monitilora simplex (REEVE, 1850) 

(Pl. 6, fig. 2) 

Lucina simplex REEVE, 1850, Conch. Icon., 6, Lucina 

pl. 3, fig. 11. 

Monitilora (Prophetilora) simplex : LAMPRELL and 

WHITEHEAD, 1992, pl. 22, fig. 137. 

本種は本邦初報告の Monitilora属の種である． Mo-

nitilora属は，こう歯が弱く，小月面が小さく，深く窪

むこと，殻内面に顕著な小孔と後背縁ー前腹縁方向へ

小筋肉痕が直線的に並び溝を作る点で Lucinoma属
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と異なる．殻外形はツキガイモドキ Lucinomaannu-

latum (REEVE, 1850)に似るが，同じ強さの細かい同心

円肋で殻表が覆われる点，及び小月面の特徴などで容

易に区別される．

まとめ

奄美群島喜界島の更新統琉球石灰岩中の 10産地で

軟体動物化石を採集し，二枚貝綱 87種の産出を確認し

た．本邦初記録種，初化石記録種，学名を変更した種

については特徴を略記した．生息深度分布及び生息緯

度分布の解析により，今回調査した化石産地は Loe.3 

を除き， NoMURAand ZrNBO (1934) の産地（上嘉鉄）

よりやや浅い環境で堆積したと考えられ，今回化石の

採集を行ったいずれの採集地点においても二枚貝綱化

石群は熱帯から暖温帯にかけて生息する浅海性の種に

より構成されているという特徴を示している．本研究

の結果は喜界島の琉球石灰岩が形成された更新世にお

ける喜界島周辺の海生二枚貝相を示すものであり，日

本の浅海性熱帯系動物相の起源と移動の研究に更新世

の情報を与えるものである．特に Tucetonapectuncu-

lus (LINNAEUS, 1758), Comptopallium vexillum (REEVE, 

1853), Monitilora simplex (REEVE, 1850)は今回の報

告が本邦初記録或いは初化石記録である．
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Plate 1 
H -: shell height, L : shell length. 

Figs. 1 a, b. Barbatia (Ustularca) stearnsii (PrLSBRY). GK. N 30002, Loe. 4. L 17.9 mm. 

Figs. 2 a, b. Barbatia (Ustularca) bicolorata (DILLWYN). GK. N 30003, Loe. 2. L 40.4 mm. 

Figs. 3 a, b. Barbatia (Abarbatia) Zima (REEVE). GK. N 30005, Loe. 4. L 25.9 mm. 

Figs. 4 a, b. Hawaiarca yamamotoi (HABE et SAKURAI). GK. N 30016, Loe. 6. L 22.4 mm. 

Figs. 5 a, b. Arca arabica PHILIPPI. GK. N 30010, Loe. 8. L 18.5 mm. 

Figs. 6 a, b. Arca naviculaガs(BRUGUI~RE). GK. N 30012, Loe. 6. L 46.1 mm. 

Figs. 7 a, b. Acar plicata (DILLWYN). GK. N 30015, Loe. 8. L 17.4 mm. 

Figs. 8 a, b. Scapharca sp.. GK. N 30018, Loe. 2. L 36.7 mm. 

Figs. 9 a, b. Kikaiarca kikaizimana (NOMURA et ZINBO). GK. N 30019, Loe. 2. L 48.3 mm. 

Figs. 10 a, b. Tucetona hanzawai (NOMURA et ZINBO). GK. N 30040, Loe. 7. L 12.3 mm. 
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Plate 2 

Figs. 1 a, b. Glycymeris (Tucetilla) amamiensis KURODA. GK. N 30027, Loe. 2. L 22.7 mm. 

Figs. 2 a, b. Glycymeris (Glycymeris) rotunda (DUNKER). GK. N 30023, Loe. 5. L 28. 7 mm. 

Figs. 3 a, b. Glycymeris (Veletuceta) vestita fulgurata (DUNKER). GK. N 30024, Loe. 7. L 37.3 mm. 

Figs. 4 a, b. Tucetona sibogae MATSUKUMA. GK. N 30044, Loe. 3. L 16.5 mm. 

Figs. 5 a, b. Tucetona pectunculus (LINNAEUS). GK. N 30045, Loe. 9. L 25.9 mm. 

Figs. 6 a, b. Oblimopa japonica (A. ADAMS). GK. N 30046, Loe. 3. L 15.7 mm. 

Figs. 7 a, b. Septifer (Septifer) exisus (WIEGMANN). GK. N 30049, Loe. 4. L 8.6 mm. H 16.2 mm. 

Figs. 8 a, b. Pteria brevialata (DUNKER). GK. N 30050, Loe. 6. L 40.4 mm. 

Figs. 9 a, b. Pinctada fucata (Gouw). GK. N 30052, Loe. 6. L 34.9 mm. 

Figs. 10 a, b. Malleus (Malvifundus) irregularis JoussEAUME. GK. N 30053, Loe. 10. L 14.2 mm. 
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Plate 3 

Figs. 1 a, b. Cryptopecten spinosus HAYAMI. GK. N 30066, Loe. 3. L 25.2 mm. 

Figs. 2 a, b. Chlamys (Coralichlamys) lemniscata (REEVE). GK. N 30061, Loe. 2. L 14.2 mm. 

Figs. 3 a, b. Amusium japonicum formosum HABE. GK. N 30054, Loe. 2. L 106.4 mm. 

Figs. 4 a, b. Chlamys (Mimachlamys) cf. funebris (REEVE) GK. N 30057, Loe. 6. L 17.0 mm. 

Figs. 5 a, b. Cryptopecten bernardi (PHILIPPI). GK. N 30070, Loe. 5. L 18.2 mm. 

Figs. 6 a, b. Chlamys (Mimachlamys) cf. Junebris (REEVE). GK. N 30057, Loe. 6. L 24.8 mm. 

Figs. 7 a, b. Semipallium tigris fulvicostatum (ADAMS et REEVE). GK. N 30063, Loe. 9. L 24.1 

mm. 

Figs. 8 a, b. Pectinidae gen. et sp. indet. 2. GK. N 30084, Loe. 9. L 14.4 mm. 

Figs. 9 a, b. Chlamys squamata (GMELIN). GK. N 30060, Loe. 5. L 19.1 mm. 

Figs. 10 a, b. Cryptopecten bullatus (DAUTZENBERG et BAVAY). GK. N 30068, Loe. 10. L 17.8 mm. 

Figs. 11 a, b. Annachlamys reevei (A. ADAMS et REEVE). GK. N 30075, Loe. 9. L 61.7 mm. 
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Plate 4 

Figs. 1 a, b. Decatopecten plica (LINNAEUS). GK. N 30076, Loe. 2. L 31.5 mm. 

Figs. 2. Decatopecten strangei (REEVE). GK. N 30080, Loe. 5. L 26.2 mm. 

Figs. 3 a, b. Pecten sinensis SOWERBY. GK. N 30082, Loe. 6. L 47.3 mm. 

Figs. 4 a, b. Pectinidae gen. et sp. indet. 1. GK. N 30083, Loe. 3. L 24.5 mm. 

Figs. 5 a, b. Comptopallium vexillum (REEVE). GK. N 30062, Loe. 9. L 55. 7 mm. 

Figs. 6 a, b. Anguipecten aurantiacus (ADAMS et REEVE). GK. N 30065, Loe. 9. L 41.2 mm. 

Figs. 7 a, b. Spondylus nudus SOWERBY. GK. N 30086, Loe. 3. L 44.4 mm. 

Figs. 8 a, b. Spondylus sp.. GK. N 30092, Loe. 6. L 9. 7 mm. 

Figs. 9 a, b. Spondylus sp.. GK. N 30094, Loe. 10. L 40.1 mm. 
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Plate 5 

Figs. 1 a, b. Spondylus nudus SowERBY. GK. N 30087, Loe. 5. L 49.8 mm. 

Figs. 2 a, b. Plicatula simplex Gourn. GK. N 30096, Loe. 7. L 10.8 mm. 

Figs. 3 a, b. Spiniplicatula muricata (SOWERBY). GK. N 30097, Loe. 3. L 13.9 mm. 

Figs. 4 a, b. Ctenoides annulatus (LAMARCK). GK. N 30108, Loe. 9. L 12.8 mm. 

Figs. 5 a, b. Limatula (Stabilima) japonica (A. ADAMS). GK. N 30105, Loe. 5. L 11.0 mm. 

Figs. 6 a, b. Ctenoides japonicus (DUNKER). GK. N 30107, Loe. 10. L 16.5 mm. 

Figs. 7 a, b. Limaria (Platilimaria) fragilis (GMELIN). GK. N 30109, Loe. 6. L 16.0 mm. 

Figs. 8 a, b. Lima vulgaガ's(LINK). GK. N 30102, Loe. 7. L 50.7 mm. 

Figs. 9 a, b. Hyotissa hyotes (LINNAEUS). GK. N 30111, Loe. 7. L 24.2 inm. 

Figs. 10 a, b. Ostreidae gen. et sp. indet.. GK. N 30115, Loe. 2. L 13.8 mm. 

Figs. 11 a, b. Dendostrea crenulifera (SOWERBY). GK. N 30114, Loe. 10. L 27.4 mm. 
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Plate 6 

Figs. 1 a, b. Codakia paytenorum (IREDALE). GK. N 30116, Loe. 4. L 39.2 mm. 

Figs. 2 a, b. Monitilora simplex (REEVE). GK. N 30122, Loe. 4. L 37.7 mm. 

Figs. 3 a, b. Epicodakia bella (CONRAD). GK. N 30120, Loe. 9. L 19.0 mm. 

Figs. 4 a, b. Fimbria soverbii (REEVE). GK. N 30125, Loe. 6. L 108.9 mm. 

Figs. 5 a, b. Cycladicama semiasperoides (NOMURA). GK. N 30126, Loc.10. L 14.2 mm. 

Figs. 6 a, b. Chama lobata BRODERIP. GK. N 30128, Loe. 3. L 31.8 mm. 

Figs. 7 a, b. Chama cf. japonica LAMARCK. GK. N 30134, Loe. 6. L 34.4 mm. 

Figs. 8 a, b. Chama sp.. GK. N 30135, Loe. 6. L 16.1 mm. 

Figs. 9 a, b. Hyotissa imbricata (LAMARCK). GK. N 30110, Loe. 2. L 52.4 mm. 

Figs. 10 a, b. Neopycnoclonte m喫 shiana(YOKOYAMA). GK. N 30113, Loe. 9. L 27.0 mm. 
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Plate 7 

Figs, 1 a, b. Cardita leana DUNKER. GK. N 30141, Loe. 9. L 25.5 mm. 

Figs. 2 a, b. Cardita vaガegataBRUGUIERE. GK. N 30143, Loe. 7. L 8.4 mm. 

Figs. 3 a, b. Megacarditaferruginosa (A. ADAMS et REEVE). GK. N 30144, Loe. 4. L 9.7 mm. 

Figs. 4 a, b. Glans sagamiensis KURODA et HABE. GK. N 30149, Loe. 5. L 20.3 mm. 

Figs. 5 a, b. Glans sp.. GK. N 30150, Loe. 3. L 18.2 mm. 

Figs. 6 a, b. Indocrassatella oblongata (YOKOYAMA). GK. N 30151, Loe. 8. L 11.4 mm. 

Figs. 7 a, b. Acrosterigma arenicola (REEVE). GK. N 30153, Loe. 5. L 28. 7 mm. 

Figs. 8 a, b. Nemocardium bechei (REEVE). GK. N 30155, Loe. 6. L 42.1 mm. 

Figs. 9 a, b. Lyrocardium lyratum (SOWERBY). GK. N 30156, Loe. 6. L 50. 7 mm. 

Figs. 10 a, b. TガgoniocardiaJornicata (SOWERBY). GK. N 30163, Loe. 6. L 20. 7 mm. 
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Plate 8 

Figs. 1 a, b. Laevicardium biradiatum (BRUGUIERE). GK. N 30160, Loe. 6. L 38.1 mm. 

Figs. 2 a, b. Gomphina undulosa (LAMARCK). GK. N 30202, Loe. 7. L 23.9 mm. 

Figs. 3 a, b. Mactra ornata (GRAY). GK. N 30166, Loe. 6. L 26.9 mm. 

Figs. 4 a, b. Meiocardia samarangiae (BERNARD et al.). GK. N 30167, Loe. 5. L 22.0 mm. 

Figs. 5 a, b. Meiocardia moltkiana (SPENGLER). GK. N 30168, Loe. 2. L 27.1 mm. 

Figs. 6 a, b. Ventricolaria toreuma (Gouw). GK. N 30182, Loe. 9. L 23.9 mm. 

Figs. 7 a, b. Ventricolaガayabei (NOMURA et ZINBO). GK. N 30184, Loe. 3. L 42.3 mm. 

Figs. 8 a, b. Ventricoloidea foveolata (SOWERBY). GK. N 30190, Loe. 3. L 39.6 mm. 

Figs. 9 a, b. Callanaitis hiraseana KURODA. GK. N 30192, Loe. 3. L 17.4 mm. 
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Plate 9 

Figs. 1 a, b. Pitar sp.. GK. N 30193, Loe. 5. L 20.8 mm. 

Figs. 2 a, b. Bonartemis histガoiwakawai OYAMA et HABE. GK. N 30194, Loe. 2. L 28.0 mm. 

Figs. 3 a, b. Antigona lamellaris ScHHMACHER. GK. N 30191, Loe. 2. L 56.2 mm. 

Figs. 4 a, b. Callista (Callista) chinensis (HOLTEN). GK. N 30206, Loe. 2. L 70.4 mm. 

Figs. 5 a, b. Callista amamiensis HABE. GK. N 30207, Loe. 10. L 9.4 mm. 

Figs. 6 a, b. Cyclosunetta lang/ordi (HABE). GK. N 30211, Loe. 7. L 17.9 mm. 

Figs. 7 a, b. Lajonkairia divaricata (LrSCHKE). GK. N 30214, Loe. 7. L 15.5 mm. 

Figs. 8 a, b. Anisocorbula scaphoides (HINDS). GK. N 30215, Loe. 7. L 10.1 mm. 

Figs. 9 a, b. Corbula fortisulcata SMITH. GK. N 30216, Loe. 5. L 11.0 mm. 

Figs. 10 a, b. Poromyaflexuosa YOKOYAMA. GK. N 30218, Loe. 9. L 12.0 mm. 
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